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腸
チ
フ
ス
は
、
ヒ
ト
の
排
泄
物
、
お
よ
び
そ
れ
に
汚
染
さ
れ
た

水
、
食
品
な
ど
が
感
染
源
と
な
る
。
「
常
在
型
」
の
水
系
感
染
症

で
あ
る
腸
チ
フ
ス
の
消
長
は
、
衛
生
環
境
の
状
態
を
さ
し
示
す
ひ

と
つ
の
指
標
と
な
り
う
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し

た
意
味
か
ら
、
近
代
日
本
に
お
け
る
腸
チ
フ
ス
に
か
ん
す
る
統
計

の
分
析
を
す
す
め
て
い
る
。

前
回
の
一
○
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
お
い
て
は
、
内
務
省

『
衛
生
局
年
報
」
の
統
計
を
も
と
に
全
国
的
な
概
観
を
お
こ
な
っ

た
。
明
治
末
期
、
約
五
○
だ
っ
た
日
本
全
国
の
腸
チ
フ
ス
罹
患
率

（
対
人
口
一
○
万
人
）
は
、
大
正
期
後
半
に
は
一
○
○
近
く
に
ま
で

上
昇
。
そ
の
後
昭
和
初
期
に
は
ふ
た
た
び
五
○
前
後
の
水
準
に
ま

で
低
下
し
た
が
、
第
二
次
大
戦
期
お
よ
び
そ
の
直
後
に
は
再
度
上

昇
に
転
じ
た
。
最
終
的
に
急
速
な
低
下
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
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大
正
期
東
京
市
に
お
け
る
腸
チ
フ
ス
の
地

区
別
分
析

永
島

剛

た
の
は
、
戦
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
全
国
の
平

均
で
み
た
場
合
の
こ
と
で
あ
り
、
各
府
県
別
に
み
る
と
、
消
長
の

パ
タ
ー
ン
は
、
場
所
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
各
地
域
の
地
理

的
な
特
徴
、
社
会
状
況
の
違
い
、
あ
る
い
は
衛
生
・
伝
染
病
に
対

す
る
政
策
的
な
対
応
の
差
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
に
留
意
し

な
が
ら
、
府
県
ご
と
に
異
な
る
腸
チ
フ
ス
の
流
行
状
況
の
分
析
を

す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
総
会
に
お
け
る
報
告
で
は
、
事
例
と
し
て
東
京

府
、
と
く
に
腸
チ
フ
ス
流
行
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
大
正
期
の
東
京
市

を
中
心
に
取
り
あ
つ
か
う
。
基
本
的
な
資
料
と
な
る
の
は
、
『
警

視
庁
統
計
書
』
で
あ
る
。
当
時
、
伝
染
病
予
防
法
に
も
と
づ
く
届

出
事
務
は
、
警
察
の
管
轄
下
に
あ
り
、
法
定
伝
染
病
の
ひ
と
つ
で

あ
る
腸
チ
フ
ス
の
罹
患
・
死
亡
数
の
記
録
も
、
警
視
庁
統
計
に
含

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

東
京
市
全
体
の
罹
患
率
の
推
移
を
み
る
と
き
、
看
過
で
き
な
い

の
は
、
関
東
大
震
災
の
イ
ン
パ
ク
ト
で
あ
る
。
震
災
に
先
立
つ
一

○
年
間
、
一
五
○
前
後
で
あ
っ
た
罹
患
率
は
、
震
災
年
の
大
正
一

二
年
に
は
約
二
八
○
に
ま
で
急
上
昇
す
る
。
し
か
し
、
翌
々
年
に

ふ
た
た
び
一
五
○
の
水
準
に
も
ど
っ
た
後
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
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下
降
傾
向
が
つ
づ
き
、
昭
和
一
○
年
に
は
五
○
を
下
回
る
ま
で
低

下
し
た
。
震
災
直
後
の
、
と
く
に
被
災
住
民
を
と
り
ま
く
衛
生
環

境
の
劣
悪
化
が
腸
チ
フ
ス
の
大
流
行
を
誘
発
し
た
も
の
の
、
こ
れ

に
危
機
感
を
あ
お
ら
れ
た
当
局
を
中
心
と
す
る
緊
急
の
防
疫
対
策

（
清
掃
の
励
行
、
早
期
発
見
・
隔
離
な
ど
感
染
者
の
管
理
の
強
化
、
予

防
注
射
の
施
行
な
ど
）
や
、
震
災
復
興
事
業
の
進
展
に
と
も
な
う

上
水
道
な
ど
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
整
備
が
、
腸

チ
フ
ス
の
減
少
に
寄
与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

分
析
の
レ
ヴ
ェ
ル
を
、
東
京
市
全
体
か
ら
さ
ら
に
狭
め
て
、
各

区
単
位
の
統
計
に
注
目
す
る
と
、
ひ
と
つ
の
興
味
深
い
現
象
に
気

づ
く
。
大
正
一
二
・
一
三
年
（
関
東
大
震
災
直
後
）
を
除
い
て
み

た
場
合
、
市
の
西
北
部
の
各
区
、
い
わ
ゆ
る
山
手
地
区
の
腸
チ
フ

ス
罹
患
率
が
、
東
部
の
各
区
、
い
わ
ゆ
る
下
町
地
区
の
そ
れ
を
つ

ね
に
上
ま
わ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経
済
的
に

は
比
較
的
裕
福
な
人
び
と
の
居
住
地
を
中
心
と
し
、
表
面
的
に
は

ョ
リ
清
潔
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
山
手
地
区
の
罹
患
率
が
、
人
口

密
度
の
た
か
い
商
業
地
・
労
働
者
街
を
擁
す
る
下
町
地
区
よ
り
高

か
っ
た
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
報
告
で
は
、
尿
尿
処
理
の

あ
り
方
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
に
注
目
し
た
い
。
大
正
期
の
束

京
は
、
尿
尿
の
肥
料
と
し
て
の
需
要
が
伸
び
悩
み
つ
つ
あ
っ
た
う

え
に
、
都
市
化
の
進
展
が
く
わ
わ
り
、
伝
統
的
な
農
地
還
元
の
処

理
シ
ス
テ
ム
が
危
機
に
直
面
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
こ
う
し
た
危

機
は
、
と
く
に
山
手
地
区
に
お
い
て
顕
著
に
現
出
し
、
こ
れ
が
腸

チ
フ
ス
罹
患
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
ひ
と
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
慶
應
義
塾
大
学
）


